
2令和8年8月1日　とびしま議会だより

　６月定例会は、２日に招集され、19日までの18日間の会期で開かれました。
　招集日には、条例改正６件、補正予算２件、工事請負契約１件、農業委員会委員の任命同意20件、
その他１件の計30議案が提出され、最終日には、意見書１件が追加提出されました。
　いずれも原案のとおり承認・可決・同意・採択しました。
　一般質問は、会期16日目（６月17日）に８人が当面する村政の問題を質問しました。

■  ６月定例会のあらまし ■
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会  計  名 今回の補正額 補正後の額

一般会計（第１号） △357万5千円 62億1,542万5千円

特別会計 介護保険（第１号）【保険事業勘定】 52万8千円 5億5,980万8千円

6月定例会　補正予算一覧 （△は減額）

一般会計（第１号）の主な内容

●社会保障・税番号制度システム整備費補助金
　　　　　　　　　　……………269万5千円減額
●物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金
　　　　　　　　　　……………298万4千円増額
●財政調整基金繰入金����� 636万1千円減額

歳　　入

●総務管理事務事業������� 220万円増額
●戸籍住基台帳管理事業���� 269万5千円減額
●土地改良事業等助成事業��1,624万1千円増額
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